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５．創意工夫した点・配慮した点・苦労した点　など

７．その他感想等（ご自由に記入してください）

４．参加対象・参加者数

参加対象：土壌改良作業…学生ボランティア／植樹会…主に地区住民及び学生ボランティア

参加者数：土壌改良作業…延べ35名／植樹会…48名（地区住民:21、一般:11、学生:12、事務局:4）

　植樹地の今泉地区は、東日本大震災でほぼすべての住居が全壊
被災し、高台移転や転出によって人口減少と高齢化が著しく進んだ
地区である。本植樹祭は、こうした住民の参加を得た活動とすること
で、コミュニティの活性化や、花見の場＝集いの場の創出を意図した
ところである。結果的に多くの地域住民を得られただけでなく、学生に
よるコミュニティ支援活動とも連携（市内の他のNPOと相互協力した活
動）することが出来、当団体としても新たな植樹会の開催方法を確立
することが出来たと考える。
　反省点としては、事業申請前段階で植樹候補地の事前試掘を実施
しておくべきでした（植樹地の土壌環境が想像以上に劣悪であったた
め、植樹後の活着に不安が残ります）。
　植樹は来年度以降も継続して実施予定のため、本事業による継続
的な支援を期待させていただきます。

事業名 実施場所

＜目標①＞　植樹会参加者：50名以上　→48名（土壌改良作業あわせれば延べ83名）
＜目標②＞　植樹会に関するマスコミ報道：２社以上　→新聞２紙に掲載

＜コミュニティの再生＞　植樹会への参加や植樹後の維持管理活動への参加、将来的には「花見の場」の形
成による集いを通じた、震災後に希薄になりつつある地区コミュニティの再生に寄与することが出来たと考える。
また、地域住民（高齢者）と市外からの大学生（若者）が一緒に同じ木を植える作業を行う光景が見られるな
ど、植樹活動が新たな交流の場として活用され、大変有意義であった。

＜植樹成績の向上・事前土壌改良の効果的方策の確立＞　当団体が行う植樹の予定地は、土壌や気候（冬
の季節風）の面で、樹木の生育には好適とは言えない状況にある。また、当団体による植樹は昨年度から開始
したばかりであり、今後試行錯誤しつつ、適切な植樹時期、効果的（省力、省コスト）な事前土壌改良の方策を
立案していく必要がある。また、得られた成果については、沿岸の類似環境で植樹を行う際の参考となるよう、
情報発信を行っていく考えである。
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事 業 実 施 報 告 書

　本事業では、当初、令和7年秋に人力により桜苗木30本の植樹を予定していたが、以下の状況から、植
樹時期、方法を変更して事業実施 することとした。
①令和7年初夏の段階で、令和6年秋に植樹した苗木の活着成績が極めて悪い状況（令和7年春植樹は
比較的順調）であることが確認⇒枯死リスク低減のため、令和8年3月に植樹時期を変更
②植樹予定地を試掘したところ、人力掘削が困難なほど強固な締め固め＋岩礫の混入があり、かつ植物
の生育に不適な土壌環境であることが確認⇒植え穴の機械掘削と事前の土壌改良を実施（植樹まで半
年間ほど空けることで、土壌の生物学的改良も期待）
【事前の土壌改良】　R7.9.11：重機による植え穴掘削／R7.9.15-16：人力による土壌改良
・植樹予定箇所に小型重機を用いて植え穴を掘削
・市内のNPO（中間支援団体）が行う学生参加プログラムと連携し、土壌改良作業（岩礫の除去、購入土と
の土の入れ替え、埋め戻し）を実施（延べ参加人数：35名）
【植樹の実施】　R8.3.7実施
・主に植樹地の地区住民や地区で活動する市外大学生に参加を呼びかけ、植樹会を開催
・住民参加を促すため、R7.8.31に地区自治組織へ事業説明会を実施、２月にチラシ地区内全戸配付
・地区住民、市外の大学生、一般参加者など、総勢48名が参加し、予定通り３０本の苗木を植樹

岩手県陸前高田市気仙町

＜植樹後の活着成績の向上＞植樹成績向上を図るため、事前の土壌改良を実施し、植樹時期を変更
＜地区住民の参加機運の醸成＞地区住民を対象として事業を事前説明、地区広報紙に記事掲載
＜市民と市外学生との交流促進＞市内の中間支援NPOと連携し、土壌改良、住民への参加呼びかけ、
　植樹作業にし甲斐からの大学生が多数参加
　※地域住民（高齢者）と市外の若者が一緒に植樹を行う、新たな交流の場の創出に貢献
＜市との連携＞本事業について、市が策定する「陸前高田かわまちづくり計画」への位置づけ／植樹地
　（市有地）の無償使用、市広報への植樹会開催案内掲載／植樹会の共催など、他方面で市と連携
＜地域環境への貢献＞土壌改良材として、市内で発生した剪定枝由来堆肥（市シルバー人材センター
　から無償供給）を活用することで、域内物質循環に貢献

２．実施体制（結果報告）

＜主たる実施団体＞さくらの杜プロジェクト陸前高田協議会（任意団体）
＜事務局（申請者）＞特定非営利活動法人さくらの杜プロジェクト陸前高田（上記協議会事務局）
＜共催＞陸前高田市（広報支援、市有地の無償使用許可）
＜協力＞今泉地区コミュニティセンター（チラシ配布／参加者募集）／(NPO)SET（同法人主催の学生に
よるコミュニティ支援活動との連携）／　(公社)陸前高田市シルバー人材センター（堆肥の無償提供）※本
事業は、「陸前高田市第2期まち・ひと・しごと総合戦略」（R6.1改訂）及び「陸前高田市かわまちづくり計
画」（R7.6策定）にも位置づけられた市との連携事業となります。

３．実施内容（開催日時・場所 など）

１．目　　的

　本事業は、陸前高田市気仙町今泉地区内の二級河川気仙川に隣接する堤内地（かさ上げされていな
い浸水区域内の市有未利用地）を対象に、将来的に桜並木を形成することを目標に、市民参加により桜
苗木の植樹（高さ2.5m程度、30本）を行うものである。
　陸前高田市では、これまでに震災復旧・復興事業は概ね完了し、高田松原津波復興祈念公園・道の駅
には多くの来訪者があるが、中心市街地等市内周遊にはつながっていない。また、住宅等の高台移転元
地の未活用、人口減少の加速など、震災から10年以上を経て新たな課題が顕在化している。
　本事業は、桜の植樹によって、①河川沿い空間の魅力向上による利活用推進、②川沿いの桜並木を利
用した市内周遊観光の推進、③未利用市有地の有効活用、④かつての風景（昭和35年のチリ地震津波
襲来まで存在したとされる桜並木）の復活、⑤住民参加による地域への愛着醸成、⑥桜の名所づくりによ
る交流人口の拡大等、上記のような課題解決の一助となることを目的として実施する。

申請者 特定非営利活動法人さくらの杜プロジェクト陸前高田 関連河川名 二級河川気仙川に隣接する堤内地

６．総評（目標に対する達成状況、実施効果や今後期待される効果、今後に向けての反省点・改善
点など）

参加したい

67.9%

機会があれば

参加したい

32.1%

今後の参加意向

n=28 SA

あまり参加したくない

・参加したくない 0.0%

②特定非営利活動法人さくらの杜プロジェクト

陸前高田
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写真 写真

植樹会風景①（集合写真）

土壌改良作業①

植樹会風景④

事業名

事業実施報告書（写真）

写真

植樹後の植樹地全景

写真 写真

土壌改良作業③（集合写真）

写真 写真

写真

植樹会風景② 植樹会風景③

土壌改良作業②

写真

植樹会風景⑤

②特定非営利活動法人さくらの杜プロジェクト陸前高田


